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要 旨
筆者は, 大学におけ る経営教育の 一 環として利用 できるような 一 つ の新し い ビジネス ゲ ー ム の 開
発を試み た ｡ 本稿で述 べ る ス トア ー ･ ゲ ー ム は こ の ような 別勺
■
で開発され, 他に はな い 多くの特長
を備えた リア ルタイム ･ ビ ジネス ゲ ー ム であるo 従来の 一 定期間ご とに 同期をと っ て意思決定する
方法をとらず, リア ルタイム な競争状況を導入した ｡ これに よりス トア ー ･ ゲ ー ム は , プ レ ー ヤ ー が
意思決定に おけるタイミ ン グの 重要さや 時間の 大切さを知る, 資金の 流入 ･流出や 手形の決済がリ
ア ル タイ ム に扱える, 電子メ ー ル に よる商品取引な ど近未来的ビ ジネス 環境を持 つ , ゲ ー ム ス タ ー
ト後は コ ン t
o
r
ユ
ー タ により監督者の仕事が完全に 自動化される, 成績結果に対して は経営分析 エ キ
ス パ ー ト シ ス テ ム が診断するな ど数々 の特徴を獲得した ｡
キ ー ワ ー ド
ビ ジネス ゲ ー ム , 経営教育, リア ル タイム , コ ン ピ ュ ー タ, エ キス パ ー ト シ ス テ ム , メ - ミ ン グ
I . (まじめに
一 般に ビ ジネス ゲ ー ム と呼ばれ るもの が,
経営者教育に用 い られるように な っ た の は ,
米国で,1950年代の 後半に な っ てか らであり,
当時華々 しい 注目を浴び た ｡ こ れ以後次第に,
全世界に , 大学に普及 して い っ た ｡ 我が国で
ち, 民間教育機関を中心にか なりの 普及を見
せ たが
,
こ れとは対照的に, 大学教育におけ
る ビ ジネス ゲ ー ム の利用は , 米国の ビ ジ ネス
ス ク ー ル で の利用実績に 比べ る と, 数の 上 で
ち, かノキ ュ ラム 上 で の 取扱か ら見ても, ま
い
だ遠く及ばな い ｡
本学 では短期大学 の特性を活か すように実
務的な科目も い く つ か用意されて い るが , 経
済や経営組織の概 念的理解を中心 と した科目
も結構多く 有季する ｡ 社会に 出て働 い た経験
産業情報学科
の な い 学生 にと っ ては , こめ両者の勉学を自
身の 中で充分に岨噂 し, 理解する こ とは なか
なか 困難である ｡ 教師側 に しても簿記会計や
経営実務論などの 実務的学習が なぜ役立 つ の
か
,
一 方経営学や組織論 などの 抽象度の 高い
科目の修得が なぜ必要なの か を講義だけで理
解させ る の も同様に難し い と言わざる を得な
い
｡
こ の ような困難さを少しでも緩和する ため
に
, 会社訪問とか 体験入社な どの 方法も考え
られる o しか しこ れらは費用も時間もかか り,
度々 実施する こ とは難 しい ｡ 場合 によ っ ては
偏 っ た認識を持たせ る こ とに もなり兼ね か ､
危険性をは らん で い る ｡ そこ で考えられる 一
つ の 方法 は, 学生 に架 空 では あるが , かなり
精巧な擬似的環境 の もと で模擬的体験をさせ
て み る こ とが考えられる ｡ ビ ジネス ゲ ー ム は
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こ の ような目的に適して い る ｡ しか し, 実施
には少なか らず, 時間, 費用, ス タ ッ フ が必
要とされ, 続けて い くか らには それなりの覚
悟と情熱 が要求 される と い うの が現在 まで の
状況である ｡
筆者は, い わゆ る企業にお ける経営者教育
として で はなく, 大学 (短大) に おける経営
教育の 一 環 として利用 できるような
一 つ の新
し い ビ ジネス ゲ
ー ム の 開発を試み た ｡ 本稿 で
紹介するス トア ー ･ ゲ ー ム は こ の ような目的
で 開発された, 他に は ない 多くの 特長を備え
たリアル タイム ･ ビ ジネ ス ゲ
ー ム であ る｡
2 ｡ ビジ ネス ゲ ー ム に つ い て
2. 1 ビジネス ゲ ー ム の 目的
一 般に , ビ ジネ ス ゲ
ー ム が利用 されるの は,
3
,
4)
次 の ような目的か らである ｡
まず, 経営の 中で行 なわれ る意思決定の 問
題を模擬的に体験 できる こ とが挙げられる o
プ レ ー ヤ ー は 経営戦 略 (長期 的な計画や 方
針), 代替案の優先順位, 意思決定の 時期(諺
備投資な どの効 果が現わ れて( るまで の タイ
ム ラ グを計算する), さらに は予測 し, 計画 し,
分析する能力の 大切さ を認識する ｡
次に , ジ ェ ネラリストとス ペ シ ャ リス トを結
び つ ける総合的判断能力が養われる ｡ また,
自分 の分担 した役割を通して各部 門の 立場に
っ い ても理解できるようになる ｡ 同時に, 製
追, 営業, 資金繰りな ど経営の重要な機能に
っ い て理解するように なり, それ ぞれ の 相互
作用 ･ 関連性に つ い て も適切 な認識を持て る
ように なる｡
さ らに プ}
- ヤ ー は , 複雑 で多様な環境 の
中か ら, 情報を抽出し, 組織化 し, 使用する
能力すなわち各種デ
ー タの分析能力と, 進ん で
情報を創出す る能力を身に つ けるo また , チ
ー ム 参加者は参加者相互の 人間関係 の重要性
に目覚め , 合意の 過程 , チ
- ム ワ ー ク, リ
ー
ダ ー シ ッ プ, コ ン フ リクトの 克服 の 意味や意
義を自覚す る (また 協同, 協調が できる能力
を養う)｡
2.2 ビジネス ゲ ー ム の進行と 意思決定 ･
計算の タイ ミ ン グ
次に , 典型的 なビ ジ ネス ゲ ー ム が どの よう
に進め られるの か を順を追 っ て見てみ る ｡
1) ゲ ー ム の 主旨, ル ー ル の 解説, ゲ
ー ム 環
境 が監督者より説明され る ｡
2) チ ー ム の 編成と役割の分担 が決め られ るo
3) 各チ ー ム は定め られた期間の 会社 の 経営
計画を作成し, 監督者に提 出する｡
4) 監督者は各チ ー ム より集め られ た計画書
に対して所定の 計算手続きでその 期間の 各チ
ー ム の 結果 (成績) を判定するが , こ の 際に
乱数を使 っ て偶然性を導入する こ ともある ｡
5)
そして, 結果を各チ ー ム - 返す｡
5) 各チ ー ム は次 の期 間の計画を作成する o
6) こ の 過程 (3 - 5) を繰り返して各チ
ー
ム は業績を競う｡
7) ゲ ー ム 終了時に全員が集ま っ て業績 の 発
表 と反省を行う ｡ 最後に 監督者 が講評と評価
を行う ｡
こ の ようなゲ ー ム の 進行過程で見られる大
きな特徴は , 3) - 5) でみ られ る意思決定
と計算の タイミ ン グが同期を と っ て行 われる
と こ ろ にある｡ 次に こ の 点に注目してみ た い ｡
2.3 ｢同期をと る｣ 理 由と そ の問題点
ビ ジネス ゲ ー ム にお ける進行過程に つ い て
み たように , 一 般 的な ビ ジ ネス ゲ
ー ム で は監
督者 - の 計画書の提 出とそれに対する結果の
配布 の サイ ク ル は ゲ
ー ム 最中は 一 定 (例えば
1年, 四半期, 1 ケ月な ど) であり, 意思決
定は プ レ ー ヤ ー 間 で完全に
｢同期｣ をと っ て
行 われる と いう こ とは , 各チ
ー ム に と っ て 所
与の 仮定 にな っ て い る (た だ し, 調査な ど で
は任意 の 時点に監督者に依頼 して 結果を知ら
せ て もらえる)｡ こ の よう に 全プ レ
ー ヤ ー が
行う意思決定に 対して
｢同期をと る｣ 理由に
は, 次の ようなこ と が考えられる ｡
リ ア ル タ イム 経営教育用 ビ ジ ネス ゲ ー ム に つ い て
･ 競争状況 が作りやす い ｡
･ プ レ ー ヤ ー 自身が他の プ レ ー ヤ ー と競争
して い ると いう意識を持ちやす い ｡
･ 結果の 出る時期 が会社 の 経理上 の もの と
一 致 して い る｡
･ 経営計画書の提 出順位 と結果 の 返却 の 速
さが ゲ ー ム の勝敗を左右する要因に な っ た時
に起 こ りう る, 監督者の不手際による 混乱を
回避で きる｡
･ チ ー ム で相談し合 い ながら意思決定する
の で, あ る程度の討議時間が必要 である ｡ 意
思決定に十分 な時間をかける こ とは ビジネス
ゲ ー ム の主旨でもある の で, 充分な討議時間
を 一 定時間とる方 がゲ ー ム を進めやすい ｡
しか し, こ れらの理由は必ずしも積極的な
もの とも, 支持される べ きも_の とも考え られ
な い ｡ その理 由は次 の 3点に要約 できる ｡
第1 に, 競争は時間を選ばな い し∴タイミ
ン グが大きな影響力を持つ ｡ 意思決定の ため
に どれ ぐら い の 時間をか けるか と い うこ と,
それ自身が大きな重要性を持 っ て い る｡ しか
ち, 意思決定の タイミ ン グやそれに要する時
間その も の が学習と訓練とに大 きく依存して
い る こ とを知 らなければ ならな い ｡
第2に , ビ ジネ ス ゲ ー ム に おける監督者の
苦労 は確か に相 当なもの で , とく に正確 さ と
ス ピ ー ドが要求される ｡ (こ の ため に , ゲ ー ム
開始に先立 っ て, 監督者チ ー ム の 訓練がまず
行われるの が通常である ｡) しか し, こ の 正確
さ とス ピ ー ドは コ ン ピ ュ ー タ の 導入 によりほ
ぼ解決され るもの である ｡ (も っ と も こ れに
より, コ ス トと場所 と い う別の 制約 が発生す
る こ と にもなるが ｡)
第3 に, 進行 の 同期を とる ため に 四半期 と
か 1年 と いう 一 定 の時間的サ イ ク ル を決め る
こ とに なるが, その代わ りこ れに合 わ ない も
の は扱えなく, 排除さ れる こ とに な っ て しま
う｡ 手形や 借入金 の返済は ゲ ー ム の 時間サ イ
ク ル とは異な っ て い る｡ さらに意思決定 の失
敗に気付 い た時にも, す ぐに は それ に対処す
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る行動がとれな い (四半期待た なければなら
ない) と い う点も問題 である｡
2.4 その 他の問題点
｢同期 の 問題｣ 以外に既存の ビジネス ゲ ー
ム に つ い て考えられる 問題点を い く つ か あげ
て おく｡ まず, 経営者教育の ように , 働い て
い る人を 一 定の時間 一 定の場所 に集め て行う
ため に は, ゲ ー ム の準備に 時間と費用 がかか
る ｡ また, 時間 ･ 期 間的制約 の た め に, ゲ ー
ム の 説明, 1 回の 試行, 本番, 検討会と い う
ビ ジネ ス ゲ ー ム の サイク ル のうち, 本番, 檎
討会を何度も何度も繰り返 し出来るわけでは
な い ｡ こうした制約は教育的見地か らすると
問題 がある ｡ なぜ なら, ゲ ー ム をする 目的は
試行 と検討 の結果か ら学ん だ こ とを, 次の 回
に適用 して い ける こ と にある ｡ そして, 学習
は こ の 飽( なき繰 り返 しの 経験か ら効果 が得
られる の で ある｡ また, ゲ ー ム の 試行回数が
少な い と, どうしてもチ ー ム 内で の分担に対
する不満 が起 こ っ てく る ｡ 特に学生 の 場合に
は, 教育上で きる限り多くの 職能を体験させ
る こ とが望 まれ る｡ その他に, 手に入れた い
情報に対する制約 が数多く存在 し, すべ てが
事前の 取り決め の 範囲で しか行え ない な どの
問題 がある ｡
3 . リア ル タイム ･ ビジネ ス ゲ ー ム の 提案
3･1 ビジネス ゲ ー ム に対する新し い要請
ビ ジネス ゲ ー ム は本来現実の模倣 を基礎と
して い る こ とか ら考 えても, 時代の 要請に従
っ て , 経営実務上 で の新し い 変化や新し い 意
思決定の 方法に 十分対応して , その要請を満
して い か なければならな い ｡ 要請に は, 1)
情報化 時代 の経営教育, 2) 意思決定に おけ
る タイ ミ ン グの 重要 さ, 時間の 大切さを知 る,
3) ゲ ー ム 環境の 近代化 の 3 つ がまず考えら
れ る ｡
こ れか らの 経営教育は ,､ オ フ ィ ス に お ける
情報化 の進歩も考慮して進め られ なければ な
28 小郷 直言
らない ｡ 企業内電子 メ ー ルや電子会議, 各種
デ ー タ ベ ー ス の検索などが日常化する なか , 悼
報シス テム を基盤に もつ ビ ジ ネス ゲ ー ム と し
て, 例 えば, オ ン ライ ン ネ ッ トワ
ー ク, 電子
メ ー ル , 電子掲示板 デ ー タ ベ ー ス , 各種汝
済の 自動化 などの 擬似的環境 を積極的に導入
して い か なければ ならな い ｡ 情報収集の新し
い 方法になじむ こ と は教育上ますます重要に
なっ てく る｡ 情報化 とい うお題 目をた だ唱え
る だけで はなく ,学生自らがそれを意識 でき,
実践 できて こ そ初めて有意義なもの となる ｡
さ て, 一 般 の ビ ジネス ゲ
ー ム の進行 では,
ゲ ー ム 参加者がすべ て 同じタイ ミ ン グで い ろ
い ろな意思決定を行 っ て い るが,2.3 で述 べ た
ように, こ れは ゲ ー ム の本質か ら い っ て も必
ずしも妥当なもの では ない ｡ い つ の 時点で,
どの ような意思決定を行うか が経営管理上 も
っ とも重要なフ ァ クタ ー であり, タイ ミ ン グ
や時間の 重要性を認識させ るもの でなければ
ならない ｡ ゲ ー ム に リ ア ル タイム 性を導入す
る こと が必要でありか つ 重要である ｡
3 つ 目は , 文字と数字, よく て グラフ に よ
る情報の 提示や結果の 連絡 と い う今まで の ビ
ジネ ス ゲ ー ム の 環境を脱皮して, 視聴覚をふ
ん だ んに優 っ た教育, すなわち マ ル チメ ディ
ア教育の効果を積極的に取り入れる こ とで あ
る ｡ なぜ なら, 昔と違 っ て, テ レ ビ ゲ
ー ム に
慣れ親しんだ最近 の学生に , ゲ ー ム にお ける
やる気 と興味を持続さ せ るため には こ れ ぐち
い の努力は 当然で ある ｡ 適度な緊張感があ っ
て楽 しみ なが ら学べ る こ と が要 求さ れて い
る｡
3.2 ス トア ー ｡ ゲ
ー ム の 目標 (つ づ き)
今 回新 た に開発 した リア ル タイム
･ ビ ジ ネ
ス ゲ ー ム (ス トア ー ･ ゲ ー ム と呼 ぶ) では本
来の ビ ジネ ス ゲ
ー ム が 持 つ 目標 (2･ 1参照)を
取り入れ る と ともに, こ れ ま で の ビ ジ ネス ゲ
ー ム で は時代遅れ にな っ て い たり(3.1 の1),
積極的に考慮さ れて こ なか っ た り(3･1の 3),
ある い は ゲ ー ム の 基本構造上取り入れる こ と
が できなか っ たり(3.1の 2)して い た問題点
の 解決をは か っ た ｡ そして, できる 限り, 悼
報化時代に マ ッ チした現代的なゲ ー ム にする
こ とを目指した ｡
ス トア ー ･ ゲ ー ム の 開発に当た っ て , 上記
3.1の 1), 2), 3)を主 たる 目標 とする と共
に, (重複する部分 もある が)次の ような点に
関しても十分な考慮を払 っ た ｡
なん と い っ ても ビ ジ ネス ゲ ー ム で は, プ レ
ー ヤ ー が経営意思決定, 経営努力と企業間競
争に つ い て学習する こ とで あり, こ れが ス リ
リ ン グである こ と と, 自分の 行 っ た意思決定
行為が結果に できる限り明 瞭に反映される こ
と が必要である ｡ こ の ため に は, 乱数の使用
は , どうして も必要 である場合 を除 い て極力
避ける べ きである と いう方針 の もとに シス テ
ム を構築した ｡ 同様に , プ レ ー ヤ ー に対して
は受動型, 観察型の 経験を排 し, 自分か ら体
験 し, 自ら学習する能動型, 行動型の 経験を
重視させ る ｡ その ため に は , シ ス テム が こ の
ような態度を支援で きる機能を持つ こ とが必
要で ある｡
ゲ ー ム に夢中に なる こ とは し方が 無 い とし
ても, ゲ ー ム 終了後の 十分なフ ォ ロ
ー が大切
である o 通常 でも, ゲ ー ム 終了後全員が集ま
っ て業績 の 発表 と反省を行な い , 最後 に監督
者が講評 と評価を行なうの が常では あるが ,
監督者が , 個々 の プ レ ー ヤ ー に つ い てきめ 細
か な評価とア ドバイ ス を与え られ るほ どの 時
間的余裕は残さ れて な い の が実状である-｡ 経
営者教育 の 場合に は, 学習者が 経営 に つ い て
ある程度 の 経験や常識を持 っ てお り , 自らの
能力 で競争の結果と 原因を理解 できる ｡ しか
し, 学生に 対す る教育用 ゲ ー ム で は こ の 点を
お ろそ か に して しまえば, 教育効果は 半減し
て しまう ｡ そ こ で , 監督者に代わ っ て , きめ
細か な事後診断に コ ン ビ ュ - タ の 力を借りる
と い う試み も行う ｡ こ れ を充実させ て い ぐこ
ともシ ス テム に と っ て は大きな課題 である ｡
リ ア ル タイ ム 経営教育用ビジネ ス ゲ ー ム に つ い て
最後に ゲ ー ム では企業間取り引きを可能に
して, カ ル テ ルを組 んだ り, 商品を融通し合
うこ と が行え るようにする ｡ こ れには企業間
同士 で 自由に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で きる環境
と設備も整える 必要 があ っ た ｡
以上の 目標 の 中で最も重要 なもの であるリ
ア ルタイム 性 の 導入 に つ い て , 次に 説明を補
足して おく ｡
3.3 ビジネス ゲ ー ム の リア ル タイ ム 化
か ら得られ るもの
まず, リ ア ル タイム ･ ビ ジネ ス ゲ ー ム の 形
式が採用された場合, 通常の ビ ジネ ス ゲ ー ム
と比 べ て どの ような優れた特長が得られる の
であろうか ｡ 思 い 付くままに上 げて み る と,
まず, 手形, 借入金返済, 取り引き企業の 倒
産による影響, 株価の 変動 など時間にか か わ
る重要な事項をその ままリア ル な形で ゲ ー ム
に導入 できる｡ さらに, プ レ ー ヤ ー は時間の
重 要性 を認 識す るf&, 意思 決定の タイミ ン
グだけでなく, 順序も重要なフ ァ クタ ー とし
て考え なければ ならな い ｡
7
o
レ - ヤ ー の 側か らする と, 適度な緊張感
と ス リ ル の ある ゲ ー ム で ある こ とと, 欲 しい
デ ー タ, 情報が その場 で素早く手に は い るメ
リ ッ トが感じられる ｡
ゲ ー ム の運営面か らは, コ ン ピ ュ ー タに よ
る処理.に全 面的 に頼 ら ざる をえ な い こ とか
ら, 迅速性と正 確 性 が か なり の 程度保証 さ
れる こ とに なる 9 監督 者は シナ リ オ 作り な
どの 事前作業の み で よ い な どの 利 点が あげ
られる ｡
反対にリア ル タイム 化による弊害に は,
･ 競争関係 を新た に導入 しなければ ならな
い
｡
● 1チ ー ム の メ ン バ ー 数 が多く なる (4名
以上) と チ ー ム で 相談 する 機 会が少なく な
る ｡
● ス ピ ー ド感 がある代 わりに
, か なりの疲
労感もまた生ずる ｡
な どが考えられる｡
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3. 4 リア ル タイ ム ･ ビジネス ゲ ー ム の
実施可能性
ゲ ー ム であるか ら, 各チ ー ム か ら集め た数
値をもとに初め て計算され なければならない
もの がある(競争関係の発生)｡ 今まで の ビ ジ
ネ ス ゲ ー ム で は 確 か に こ の 方法 による計算
と競争が主流 であ っ た ｡ しか し, 現実の 社会
で は こ の こ とが必ずしも 一 般 的である とは い
え ない ｡ なぜ なら, こ の ような形で なん らか
の 決定が行われ るの は, 凝 り (セ リ) とか入
札な どごく 一 部に 限られて い る ｡ 需要と供給
によ っ て決まる値も ー 時点をと っ て ある値に
決定され ると いうよりも時間の 流れ の 中で次
第に決ま っ て い く と考えるの が 自然 である｡
経営努力も企業固有の各時点, 時点で の 意思
決定の 積み重ね, 累積の結果 であり, それに
よ っ て競争関係が生まれる ｡
次に , ゲ ー ム に リア ル タイム 性を導入する
こ とか らく る負担 の ため に , 監督者による計
算の遅れで ゲ ー ム に支障を来さな い ようにす
るため に は, コ ン ピ ュ ー タ の利用は避けれな
い し, なお か つ オ ン ライ ン 形式 (実際に はタ-
イム シ ェ ア リン グ ･ シス テム を用 い た) であ
る こ とが必須で あ っ た ｡ こ の ような環境で ビ
ジネス ゲ ー ム を開催できなければ リア ル タイ
ム な ビジネス ゲ ー ム の フ ィ ー ジ ビリティ はな
い と い える ｡
ス トア ー ･ ゲ ー ム は以上 の考え方か ら, 令
まで の既存の ビ ジネス ゲ ー ム の やり方に捉わ
れる こ と なしに, 情報化時代に即応 した新し
い ビ ジネス ゲ ー ム を目指して, 新規に開発 し
た o 次 の章 では こ の ス トア ー ･ ゲ ー ム に つ い
て具体的 な説明 を行 なう｡
4 . ス トア ー ･ ゲ ー ム に つ い て
4
･1 モ デ ル企業とゲ ー ム の性格
まず, モ デ ル 企業と ゲ ー ム の 概要 を簡単 に
30 小郷 直言
述 べ て お こう｡
①プ レ ー ヤ ー は卸売店1社 を経営する o 経営
形態は個 人経営ある い は組織 (何 人か で構成
された グル ー プ) の どちらで も選 べ る ｡
②市場に は, 複数の 小売店と製造 メ ー カ ー が
存在する ｡ さ らに銀行 と有価証券市場も存在
するが , 卸売店を除く こ れらすべ ては プ レ ー
ヤ ー では なく シス テム が受 け持つ ｡ 卸売店は
製造 メ ー カ ー より商品を仕 入れ, 小売店か ら
6)
の 商品の 注文に対して それを販売する ｡ 銀行
は手形 の決済や現金の貸 し付け ･ 決済などを
行 なう｡
③ゲ ー ム は基本的に は販売管理 を中心と した
職能型ゲ ー ム で はあるが, 在庫管理, 財務管
理も重要な要素と して含まれて い る ｡
④ゲ ー ム に よる学習は段階的に行う｡ 1ゲ
ー
ム の所要時間は60分程度で終え, 6 ヵ月 ぐら
い か けて行なうの が理想的である ｡ こ れはゲ
ー ム の パ ラメ ー タと入力デ ー タを取り替え る
こ とによ っ て, い ろ い ろなゲ
ー ム環境 と実行
環境が作れるか らである ｡
次に , ゲ ー ム の性格を項目ごと に列挙する
と,
ゲ - ム の 型 ･ ･ ･ ･ ･ - ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･競争型 (場合 によ
っ て は個 人学習用
にも利用で きる)
意思決定の サ イク ル - 逐次, リ ア ル タイ
ム
製品, 商品 ･ - - - - - - 種類, 数 は自由(シ
ナリ オ による)
マ ー ケ テイ ン グ -
･ ･ - ･ ･ ･価格政策, 広告宣
伝活動, セ ー ル ス
マ ン の 雇用 など
物流, 在庫管理 - - - オ ン ライ ン に よる
発注, 商 品は即 日
納入
資金調達, 手形,
有価証券
入 っ て い ない もの - - ･ 人事 , 生産 , 設備
投資, 研究開発 と
従業員数育な ど｡
なる ｡
7)
4.2 シ ス テ ム の 構成
図1 はス トア ー ･ ゲ ー ム 全体 の概略 を示 し
て い る ｡ シ ス テム は大きく わけて次の 要素(ブ
ロ ッ ク) で構成されて い る｡
･ 卸売店 (4.3.1)
･ 小売店 (4.3.2)
･ 製造 メ ー カ ー (4.3.3)
･ 銀行 (4.3. 4)
･ 証券市場 (4.3.5)
･ シス テム タイ マ ー (4.3.6)
･ シナリオ (4.3.7)
1) - 3) までは複数存在し, 卸売店は プ
レ ー ヤ ー 数だ け存在する ｡ 次に各ブ ロ ッ クの
内容に つ い て順 を追 っ て説明する ｡
4.3 各ブ ロ ッ クの 内容
4.3.1 卸売店と その 意思決定項目
プ レ ー ヤ ー は 一 つ の 卸売店を経営して, 与
えられたある い は各プ レ ー ヤ ー が設定した目
標を最大にすべ く経営努力を傾けて競争に打
ち勝 たなければ ならない ｡ それには タイミ ン
グよく適切な意思決定を行 わなければならな
い
｡ 意思決定の種類 (全部 で13種類) を大き
く項目別に分類する と, 経営努力的な政策,
緊急避難的政策, 財務政策, 各種調査, その
他に なる ｡
[経営努力的な意思決定項目]
1) 価格政策
御売店は ′ト売店 - 販売する商品の 価格 を変更
できる ｡ こ の 影響 は, 利益に 直接反映さ れる
こ と と, こ れに よりラ ン ク点 が上下す る｡ ｢ ラ
ン ク 点 ｣ と い う の は , 商 品 ご と に す
べ て の
卸売店に つ い て , 各小売店が評価
･ 採点し て ,
それ を数量化 した もの である ｡ 評価 はサ
ー ビ
ス , 価格 , 広告 , 信 用 度 な ど か ら 計算 さ れ ,
点数 の 高 い ほ どその 商 品に 対する卸売店 の競
10)
争力が 高 い と い える ｡
リア ル タイ ム 経営教育用 ビ ジネ ス ゲ ー ム に つ い て
(図1 ス トア ー ･ ゲ ー ム概念図)
ある商品の価格変更 による ｢ラ ン ク点｣ へ
1 い
の換算式は,
現在 の ラン ク点 +(200×(現在 の価格 -
12)
新しい 価格))/標準小売価格
で求め られ, 商品に対する競争力に反映され
る ｡ 小売店が入札方式で即売店を選別する場合
は価格だけで評価されるが, 他の 方式が採られ
た ときは経営努力全体 (ラ ン ク点に現われて
い る) が なん
､
らか の形 で考慮される｡
2) 宣伝, 広告政策
宣伝 費は卸売店の 取扱商品の 種類 ご とに行
われ, その費用は現金で支払われる ｡
ラ ン ク点に 加算され る換算式は,
金額 (単位 : 千円)/10
である ｡ ただ し, 1回の宣伝 の効果は金額に
関係なく 3 ヶ月間 (15分) しか保た れない ｡
3) セ ー ル ス マ ン (従業員) の採用
卸売店 はセ ー ル ス マ ン を雇用する ことに よ っ
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て小売店に対するサ ー ビ ス の 程度を高め る こ
とがで きる｡
セ ー ル ス マ ン ー 人当りの 給与 - 25万円/ 月
とすると , ラ ン ク点 - の 換算式は,
(給与×2)/(卸売点の取堺商品の種類×1 00 00)
こ れ が すべ て の 商品に 対して加 算さ れ,
効果は ゲ ー ム 中持続する｡ ただ し, セ ー ル ス
マ ン を い っ たん雇用する と ゲ ー ム 中は解雇 で
きな い し, 能力に個 人差はな い もの とする｡
[緊急避難的政策]
4) 在庫処分
手持ちの 商品を処分する こ と によ っ て緊急
に必要な現金が 作れ る ｡ しか し, 商品の評価
額 (帳簿価値) の500/. でしか 現金化 できな い ,
差額 は商品売却損 と して計上され る｡
[財務政策]
5) 銀行 か らの短期借 入金
各卸売店 ご とに 倍 †) 入れ限度額が決め られ
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る. 当初は借り入れ期 間が3 ヶ月 の場合, 一
律50万円に設定されて い る が, 借入金を期 限
内に 完納すれば, 信用度が上が り限度額 が50
方円ずつ 加算されるこ とに な っ て い る｡ 銀行
は期限が きた時, 自動的に卸売店の 口座か ら
現金を引き落と そうとするが, その 時に現金
が不足 して い たならば ペ ナ ル ティ ー が課せ ら
れる こ とに なる の で注意が必要 である ｡(た だ
し, 不注意の 場合 も考慮して 5分間の 猶予が
与えられるの でその 間に現金を用立て るよう
にすれば よい ｡)
借 り入れ期間と借入金 の 限度額 , さ らに利
子率の 関係は次の ように な っ て い る ｡
期間 借入限度額 利子率
3 ヶ月 貸付単位 (額)
6 ヶ月 貸付単位 × 2
12ヶ月 貸付単位 × 3
%
%
%
4
6
0ー
途中に返済され な い 時は シ ス テ ム が 自動的に
決済する ｡ なお, 返済利息は先払 い で行 なわ
れる ｡
6) 借入金の 途中返済
銀行か らの借入金は期間満了前に返済する こ
ともできる ｡ こ の こ とに よる メ リ ッ トは次回
の借り入れ限度額が50万円加算さ れるの を早
め る こ とにある ｡ た だ し, 返済時期に 見合 っ
た利息の 払 い 戻しはな い ｡
[各種調査]
調査に は無料 の も の と有料 の もの とが ある ｡
7) 調査 (無料)
各自の卸売店の商品在庫と現金残高, 手持ち
の 支払手形およ び受取手形 の番号, 借 入金の
顔 , 各商 品の ラン ク点, 手持ちの 有価証券 の
殊数 と購入時 の (移動平均法 で計算 され た)
株価 , 貸借対照表と損益計算書 (ゲ
ー ム ス タ
ー ト時か ら現時点ま で の) などo さらに , プ
レ ー ヤ ー 全局 が い つ で も見られ る電子黒板に
は, 各商品に対する標準小売僻 乳 出荷 僻乳
需要動 向, 現在の 株価 が表示さ れて い る o
(図 2 電子黒板の 情報)
8) 調査 (有料)
商品ごとの 自社 の マ ー ケ ッ トシ ェ ア , 各商
品に対する ｢ラ ン ク点｣ の順位 (全プ レ ー ヤ
ー 中何番目に い るか) が調 べ られる . 調査費
は 1 回当り5万円必要 である ｡
[その他]
9) 注文に対する納品の 決定
プレ ー ヤ ー は商品の 注文が届い た とき , 納 品
する のか どうか , するならば数量は い くらに
するか を決定しなければ ならな い ｡ (た だ し,
納品する つ もりがな い ときは注文を無視すれ
ばよ い ｡)
10) 有価証券の 売買
ll) 在庫管理
′ト売店か らの 注文に応えるため に, 各製造 メ
ー カ ー へ 商品の 注文を い つ , どれぐらい の 量
に するか と いう在庫管理を行 わなければなら
な い ｡
1 2) 情報 の獲得
小売店の財務状態の調査, 経済の 動向, 需要
予測な ど市場全般 に わた る情報収集に 努め な
ければ ならな い ｡
13) 他 の 卸売店と の 電子 メ
ー ル を使 っ て の
コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン
他の卸売店と相談して, 手持ちの 商品在庫を
お互 い に 融通し合う こ とが できる ｡
リア ル タイ ム 経営教育用 ビ ジネ ス ゲ ー ム に つ い て
4.3.2 小 売店
小売店に 関する情報に は次の 各項目によ っ
て様々 な性格付けが なされて い る ｡
a) 小売店の名称
名称の語尾には ｢ - 商店, - 専門店, - ス ー
パ ー マ ー ケ ッ ト, - 百貨店など｣ が付けられて
い る｡ こ れにより各小売店の取扱商品の種類
や販売量な どに つ い てあ る程度の予測が立て
られるが , 財務状態を含め たより正確なデ ー
タは, プ レ ー ヤ ー 自らの努力で獲得する必要
がある｡
b) 商品ご との ラ ン ク点
小売店ごとに注文する商品に対し, 各卸売店
の ラン ク点が , 卸売店の意思決定により時々
亥Ij々 計算され記鐘 されて い く ｡
c) 手持ち現金
小売店の手持ちの現金が少ない場合, 倒産す
る可能性 が高い ｡ た だ しプ レ ー ヤ ー に は 当初
知 らされて い ない ｡ こ れは シ ナリ オや畢督者
の 自由裁量で決め られる ｡
d) ブラ ッ クリス トに入 っ て い るか ? (ただ
し倒産する とは限らな′い)
ブラ ッ クリス トに入 っ て いる小売店が 出す手
形は信用が ない の で銀行 では割り引く こ とが
できな い が
,
ブ ロ ー カ ー では割り引く こ と が
13)
できる｡ ただ し, 割り引き率は悪くなる ｡
e) 支払手形の 絵額
小売店が ゲ ー ム 当初か ら手形で支払 っ た金
額の 総額 が記録 される . 羊の 情報により, 当
の 小売店が現金で購入する こ とが多い か , 辛
形 で購入 する こ とが多い か が わか る ｡
こ れら (a - e) の うち卸売店によ っ て調
査可能なもの が決め られて い る｡
4.3.3 メ ー カ ー
メ ー カ ー は単 品 の 製造 と 販売 を行う ｡ 卸
売店か らの現金によ る注文は 必ず受 け付けら
れて即 日納 品さ れ る｡ ただ し, 1 回の 注文数
量は メ ー カ ー が決め た最小数 と最大数 の 間で
なけれ ば ならない ｡ 数量に対す る割引率が メ
33
14)
- カ ー ごとに それ ぞれ決められて い る｡
手形による購入に は次 の きまりが ある｡
･ ブラ ッ クリス トに載 っ た卸売店は手形に
よる購入が許さ れない ｡
･ メ ー カ ー 独 自に持 っ て い る各卸売店に対
する信用リス トに載 っ て い て なおか つ , その
上位半分の 中に は い っ て い る必要がある ｡ 信
用 リス トは加点方式で今までの 注文数の 累積
が使われる ｡ なお , 手形 で の購入に は, まと
め 買 い による割引は適用されない
､
｡
メ ー カ ー か ら卸売店に搬入された商品は在
庫に上積みされる ｡ こ の とき, 在庫の現在価
値が再評価 ( 計算) される ｡ 計算は移動平均
法をと っ て い る｡
4.3. 4 銀行
銀行 の役割に は手形の 決済と短期借入金の
貸し付けとその 決済, さらに は小売店と卸売
店の破産処理 がある ｡
小売 店か ら卸 売店に 対し て 振 r= 出される
売上手形に は2種類有り, 一 方は銀行 で割り
引ける がもう 一 つ の 方 ( 不良手形) は ブ ロ ー
カ ー で しか割り引く こ とが で きな い ｡ 各割引
率は , 銀行 が0.95 で, ブ ロ ー カ ー が0. 70と な
っ て い る ｡
銀行 で手形が決済 される時に (シス テム の
タイ マ ー に より自動的に現金口座 より差し引
か れる), 卸売店の 現金が不足 して い た な ら
ば , 第1 回目の 不渡り手形を出した こ とが当
の 卸売店に対して通告される ｡ そして, ブラ
ッ クリ ス トに そ の 卸売店 の名前が 登録 され
る o ブラ ッ クリス トに載 ると当然の こ ととし
て , 手 形 に よ る
'
製 品 の 購 入 は 禁止さ れ, 級
行か らの借 り入れも止め られて しまう｡ 第 一
回目の不渡り の 時に は , 2 ヶ月間決済が の ば
される ｡ それ でもなお手形が落 とせ ない 時に
は, 破産宣告を受 け倒産 する こ と になる ｡ た
とえ現金が調達 さ れて も, ブ ラ ッ クリ ス トか
ら名前が消さ れる こ と は か -｡ 緊急の 現金調
達の 方法に は, 在庫処分 や手持 ちの 手形の 割
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引な どの 方法 がある が どれも損失を伴うこ と
に注意す る必要が ある ｡
プ レ ー ヤ ー が経営する卸売店の 倒産の ほか
に , ゲ ー ム には小売店の 倒産も存在 して い る
(実際に は シ ス テム が意識的に シナリ オに そ
っ て 作り出す)0 /ト売店の 倒産で不渡 り手形
(卸売店に対 して , ある い は銀行 に対して)
が発生した場合, こ の 不渡り手形を持 っ て い
る卸売店は直接 に被害を受 ける こ と になる ｡
さ らに, 事前に銀行で割り引か れて い て も,
今度は銀行がその 被害を割引手形 の もとの 所
有者である卸売店に遡及してく る こ と になる
(ただ し2 ヶ月間は猶予される の でそれまで
に現金を用意で きれば 問題 はな い)｡ も っ と
もその 手形が不 良な手形で ありそれをブ ロ ー
カ ー で割り引 い て しま っ て い る時はそ7)限り
では な い ｡
卸売店は こ の ような こ とか らも, 日頃か ら
小売店に対する調査を怠 っ ては ならな い し,
業界 の経済動 向などにも十分に 注意を払 っ て
おく必要 がある ｡
4.3.5 証券市場
プ レ ー ヤ ー が経営する会社 は み な当初同 一
量, 同
一 銘柄 の 有価証券を保有して い る ｡ プ
レ
ー ヤ ー は本業 (卸売) の経営 と同時に有価
証券の 管理 も行 なうこ と が必要になる ｡ た だ
し, だれもが有価証券の 売買に参加 しない 時
に は経営上の 変化 (財務諸表に現 われる) は
起 こ らな い の で, 有価証券の 取り引きをゲ
ー
ム に どの 時点 (経営教育上の 観点か ら) で導
入するか は監督者 の 判断に よ る ｡
ス トア ー ･ ゲ ー ム での 有価証券 の 売買は そ
れ 自身で 一 つ の 競争ゲ ー ム を構成して い る ｡
プ レ ー ヤ ー は 二 つ の ゲ ー ム を同時に遂行 して
い か なけれ ば ならな い の で (特 に 一 人 で担当
して い る場合 の)神経の 集中は頂点に 達する ｡
ゲ ー ム の 長期 的運営の 観点か らする と, 有価
証券の 売買が 導入さ れ た 段階か らチ ー ム 編成
による ゲ ー ム 形式を と っ て い く の が よ い と思
われる ｡
二 つ の ゲ ー ム は独立して い る とは言うもの
の
, 殊式市場は ス トア_
- ･ ゲ ー ム の市場環境
を微妙に反映するように シナリオ化 して おく
こ とが大切 である ｡ 例えば, 売り上げが伸び
て い る製品メ ー カ ー の 珠価 が上昇傾向にある
とか , 業績が悪化 して い る小売店の 株価が急
速に下 が っ てきて い る とか ｡ こ の ような情報
をキ ャ ッ チし, 利用する こ とがプ レ ー ヤ ー に
要求さ れる ｡ 手持ち殊式の 売却 は, 現金が足
りない 時にそれを調達する 一 つ の 方法 でもあ
る ｡
殊式売買の 方法 は, 電子黒板に表示さ れて
い る現在の 珠価を見て ,
｢ 銘柄 売り/ 買い 株数 ｣ と
い う形式で売買する ｡
株式 の購入を行う都 嵐 商 品在庫の 評価と
同じように移動平均法で現在価値を計算し,
珠 式 の 売却 が なさ れる 都 度, 有価証券売却
益 ･ 損勘定を計上する ｡
さ て 株価水 準 の 決定 メ カ ニ ズ ム は 本来な
ら, 売りと買 い が マ ッ チ (折り合う1 した と
こ ろで決定される の で あるが , われわれの よ
うなリ ア ル タイム なゲ ー ム では こ の こ とは難
しい ｡ そこ で 一 つ の 便法と して次 の ような決
定 ル ー ル をと っ て い る ｡
1 回の売買に 当たり,
株価 ×0.02× 枚数
の 上昇 (買い)/下落 (売り) が起 こ る ｡ ただ
し, 監督者は シ ナリ オに そ っ て上昇率 (ある
い は下落率) を自由に操作できる ｡
なお, ス トア ー ･ ゲ ー ム は珠式売買だ け の
一 つ の 独 立 した ゲ ー ム と して も楽しむ こ とが
できる ｡
4.3.6 シ ス テ ム の タイ マ ー
ス トア ー ･ ゲ ー ム は リア ル タイム に ゲ
ー ム
が進行する の で各種 の タイ マ ー 管 理が必要に
なる｡ 現在 の 時刻 と処 理が要求さ れて い る時
刻 を常 時比 較 して 次 に 実行す べ き処 理 を決
リアル タイム 経営教育用 ビ ジネス ゲ ー ム に つ い て
め て い く ｡ タイ マ ー に より 起動される作業
には ,
･ 手形 の決済を銀行 に指示す る｡
･ 卸売店の借 入金 の返済を決済す るように
銀行 に指示を出す｡
･ 注文発生の 指示 を与える ｡
･ 卸売店の 固定費用, 給料な どの 変動費を
一 定期 間 ご と に 銀行か ら自動的に 引 き落 と
す｡
･ シナリオ の指示に した が っ て各種 パ ラ メ
ー タ (景気指標, 競争指標, 殊価の 変動率,
需要量 の変動な ど) の 値を変更 したり, プレ
ー ヤ ー に情報を伝える ｡
な どがある｡
4.3. 7 シ ナ リオ
ゲ ー ム の 監督者はあらか じめ 次の ような項
目に つ い て, シナ リオを作成して おく必要が
ある ｡ (項目の 具体的 な内容に つ い て は, 他の
ブ ロ ッ クの 説明と重複する部分 もある の で補
遺A で髄 べ る こ とにする .)
･ 学習目標 の 立案
･ ゲ ー ム の期間と 回数
･ プ レ ー ヤ ー または チ ー ム の数
･ 業界の 決定
･ 商品の種類
･ 小売店の 数とその性格付け
･ メ ⊥ ヵ ー の性格付け
･ 注文 の 発生, その ときの 数量とタイ ミ ン グ
･ 景気変動 , 季節変動 パ ラ メ ー タの 決定
･ 新製品の 登場
･ メ ー カ ー 出荷価格 の 変動
･ 各種 ニ ュ ー ズの伝達と その 時期
･ 証券市場の 各種 パ ラメ ー タの 決定
4. 4 ゲ ー ム の 進行
上にあげた各ブ ロ ッ ク はス トア ー ･ ゲ ー ム
を横 断的に 見 て 説明 した も の と い え る｡ 次
に, ゲ ー ム を時間軸の 側か ら眺め てみ る ｡
小売店と卸売店の 間 で売買さ れ る商 品の 市
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場がス トア ー ･ ゲ ー ム の中心となる市場であ
る ｡ こ の ほ か に も, メ ー カ ー と卸売店と の 間,
有価証券, さらに は手形も ー つ の 市場と見な
すこと ができる ｡ プ レ ー ヤ ー は市場に関する
情報を常にキ ャ ッ チ して意思決定を行 わなけ
ればならない ｡
ゲ ー ム が開始される まで の い ろい ろな シス
テム 側 の 準備 と, ゲ ー ム が遂行されて い く過
程 の中で最も重要でありまた最も複雑であ る
｢注文 の発生か ら納品の決定に至るプ ロ セ ス
(これが ゲ ー ム で の 主要な競争状況を作 っ て
い る)｣に つ い て は, 補遺の BとCで詳 しく述
べ る｡
決め られた時間に達すると ゲ ー ム は終了す
る｡ た だ しそれ以前に倒産して い れば その 時
点で ゲ ー ム の 続行は不可能である ｡ ゲ ー ム 終
了と同時に手形 の 決済な どが中止さ れ, 財務
諸表 の各勘定がそ の時点 で締め られる ｡
ス トア ー ･ ゲ ー ム では 一 般的な ビ ジネス ゲ
ー ム の 監督者あ る い は監督チ ー ム の ような忙
しさは皆無とい える ｡ ゲ ー ム が始まれば, ゲ
ー ム の 状 態 の 観 察や 環境 パ ラ メ ー タ ー を意
識的に変更 したり, 簡単な質問を受け付ける
だけでよ い ｡ シ ナリオ が完全 ならば監督者は
そ の場に い なくて もよ い ｡ こ れは ス トア ー ･
ゲ ー ム の大きな特徴である ｡
5 . ゲ ー ム 終了時 の プレ ー ヤ ー の成績と
その 診断
5.1 ゲ ー ム終了時の 結果
ゲ ー ム 終了時の 結果 と して プ レ ー ヤ ー が参
考に できるもの には次 の もの がある ｡
まず, プ レ ー ヤ ー の 財務諸表 (損益計算書
と貸借対照表)が計算され, 示される｡ また,
プ レ ー ヤ ー 個 人の もの だけ で なく成績 の 良 い
ある い は悪 い プ レ ー ヤ ー の財務諸表も自分 の
端末か ら自由に 閲覧 でき,討論 に利用される ｡
なお 財務 諸表 の 計算 は シ ス テム が全 て 行 な
う｡ 計算は ゲ ー ム の 開始か ら終了ま で の期間
に対してなされ る ｡ また , プ レ ー ヤ ー は 自分
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の財務諸表に つ い ては ゲ ー ム の 途中 い つ で も 財務諸表 の他に, 流動比率, 負債比率, 売
見 る こ とが できる (期間はゲ ー ム の 開始か ら 上債権回転率, 商品回転率, 自己資本 回転率,
現時点まで と なる)｡ 図3 の 財務諸表 は ゲ 一 線資本利益率な どの各種指標 が計算され, 堤
ム で計上される勘定科 目名を示す｡
商店名 : 0 0 商店
示される ｡ 次に , い ろ い ろな指標に基づ い て
財 務 諸 表
損 益 計 算 書
費 用 金 額 収 益 金 額
売上原価 売 上 高
広 告 費
発 送 費
給 料
消耗品費
調 査 費
貸倒償却
減価償却費
商品売却損
商品評価損
有価証券評価損
支払利息
支払割引料
当期純利益
有価証券売却益
計 計
貸 借 対 照 表
資 産 金 額 負債およ び資本 金 額
現金預金 支払手形
受取手形 短期借入金
有価証券 長期借入金
商 品 貸倒 引当金
備 品 減価償却累計額
資 本 金
当期純利益
計 計
(図3 卸売店の 財務諸表)
リア ル タ イム 経営教育用 ビ ジ ネス ゲ ー ム に つ い て
順位 づ けられ たプ レ ー ヤ ー の 成績が電子黒板
に発表されて, 監督者が各々 に つ い て寸評す
る ｡ プ レ ー ヤ ー 全員が 一 喜 一 憂する時で最も
興奮する瞬間でもある ｡ 指標に使 われるもの
に は総合的指標, 当期純利益, 売り上 げ利益
率, な どその ゲ ー ムd)主旨に合 っ た もの (複
数 で も可) で行う ｡ さらに, マ ー ケ ッ トシ ェ
アや卸売店に対す る商品ご と の ラ ン キ ン グな
ども提示 され, ゲ ー ム 中の 経営努力が示され
る ｡
プ レ ー ヤ ー は当初の学 習目標 に照 らして自
己採点と反省を行う｡ こ こ まで の段階 で監督
者は ゲ ー ム 進行中, 終了時に感 じた点を述 べ ,
プ レ ー ヤ ー 全月 と討論 をして最後 にまとめ と
して ゲ ー ム の講評を述 べ る ｡
5.2 経営分析 エ キス パ ー トシス テ ム に
よる診断
プ レ ー ヤ ー の 人数が多い 時には, 監督者が
各プ レ ー ヤ ー の 財務諸表やそ の他の デ ー タか
ら個 別 に 経営分 析 を して きめ 細か な指導を
行 っ て い く時間的余裕は ない ｡ そ こ で少しで
も監督者 (教師) の負担を軽減する ため と,
プ レ ー ヤ ー が ゲ ー ム をやり っ ぱなしにしない
ように , 経営分析の 一 部を コ ン ピ ュ ー タに肩
代わりさせ る と い う方法が考 えられる ｡ 教師
(専門家) に匹敵する コ ン ピ ュ ー タ (エ キス
パ ー トシス テム と呼 ぶ) の プ ロ グラム を作る
こ と は ま だ 非常に 難 し い けれ ども, 研究し
開発してみ る価値は十分 にある と思われる ｡
こ こ で は経営分析エ キス パ ー トシ ステム によ っ
て可能性 の ある各種 診断に つ い て述 べ る ｡
･ 倒産の 主な原 因を調査 し, 報告する ｡
･ 各種 の 指標 の 中で異常に高い もの ある い は
低い もの を探 し, その 原 因を探 る｡
● シ ス テ ム の双方向性を利用 して疑問があ る
点に 関してプ レ ー ヤ ー に直接, シ ス テ ム か ら
質問を出し, プ レ ｢ ヤ ー か らデ ー タを直接得
て 診断の 質を高め る ｡
･ 狭義の 経営分析 の 一 般的 な方法だ けに 頼る
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こ となく, ゲ ー ム 遂行中に得られる い ろ い ろ
なデ ー タを利用する｡(プ レ ー ヤ ー が端末に向
か っ て行う全 て の行為 は, コ ン ピ ュ ー タで モ
ニ タ ー できる ｡)こ の点 は経営分析手法を 一 歩
進め て新しい 分析方法 - の 道を開く こ とに な
るか もしれない ｡ 意思決定の 時系列デ ー タ,
プ レ ー ヤ ー の 戦略や戦術, 心理 的葛藤な ど,
金額だ けでは 計れ ない 情報や プ レ ー ヤ ー 全員
の 各種平均値に基 づ い て評価する試み は研究
に値する ｡
･ 7
o
レ - ヤ ー か らの 具体 的な質問の いく つ か
に 応え るサ ー ビ ス を提供する｡
な ど｡
6 . ス トア ー ･ ゲ ー ム の 特徴
最後 に ス トア ー ･ ゲ ー ム の 特徴を述 べ る ｡
まず, リ ア ル タイ ム 性を導入した こ とか ら直
接 に得られる特徴には , 資金の 流入 ･ 流出や
手形 の ような時間に 関係する もの をリ アルに
扱える他に, 意思決定の順序 ･ タイ ム ラ グな
どが重要 なフ ァ クタ ⊥ に な っ た点や, ゲ ー ム
が秒刻み に進行する の で ス ピ ー ド感が ある こ
とな どが挙げられる ｡
ス トア ー ･ ゲ ー ム の コ ン ピ ュ ー タ ･ プ ロ グ
8
,
9)
ラム の 特性か ら派生する特徴には ,
･ 入力時に特殊 な形式を必要としな い で ,
通常の 日常的な取引 の用語 で ゲ ー ム に参加で
きる ｡ (例えば, ｢A/ト売店に , 納品する, 何
を どれだけ｣ と いうように｡)
･ 電子 メ
＼
- ル
, PO S, 各種 の 銀行決済な
どすべ て の 処理 か端末に よ っ て なされるの で
近未来的 ビ ジ ネス 環境 の イ メ ー ジを先取りし
て い る ｡
･ 電子 メ ー ル を使 っ て の 7
o
レ - ヤ ー 同士 の
間 で対話す る こ と が 許さ れて い る｡ これに よ
りプ レ ー ヤ ー 間で商品を融通 し合 っ たり, 場
合に よ っ て は カ ル テ ル などを結成 できるか も
しれない ｡
･ プ ロ グラミ ン グの能力を持 つ 者は在庫の
最適発注点を計算して自動的に発注する プ ロ
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グラム を作 っ て, メ ー カ ー - の注文の 手間を
省く こ と がで きる｡
･ ゲ ー ム 終了時に コ ン ピ ュ ー タ の 支援機能
を屈指 して検討会を実 り多い もの にする こ と
がで きる｡ また ゲ ー ム 中, 終了時の デ ー タ処
理 に統 一 性 が ある の で 事後 評価の 際に役 立
つ ｡
･ ゲ ー ム の ス タ ー ト後は完全自動化 (監督
者は 1人も い らない) さ れる｡
･ プ レ ー ヤ ー の 成績結果 に対して, エ キス
パ ー トシ ス テム が経営分 析に よる 診断 を行
い
, やり っ ぱなしにしない ような工夫を講 じ
て い く こ とが できる ｡
な どがある ｡
また , ビジネ ス ゲ ー ム と して は当然 の こ と
で はある が, 他の プ レ ー ヤ ー の戦略や戦術 が
自分 の 戦略 ･ 戦術に微妙に 反映される こ とが
次第に理解さ れ るとい う教育効果がある ｡ 個人
ゲ ー ム とは違 っ て, 相 手が い てお互 い に影響
し合うと い う環境 で の 意思決定の 難しさを次
第に認識するように なる ｡ こ れは ス トア ー ･
ゲ ー ム に限らずビ ジネ ス ゲ ー ム 全般 に つ い て
い え る貴重な体験 である ｡ 最後に, 商業簿記
を ベ ー ス に して い る の で簿記 ･ 会計学, 経営
管理の 実践的教育にも役 立 つ ｡
丁 ｡ おわり に
本稿で説明 してきた ス トア
ー ･ ゲ ー ム は,
本来学生向きに 開発したもの では あるが, ゲ
ー ム の 環境 自体は シナリ オや環境 パ ラ メ
ー タ
により自由に変更が可能である ｡ こ れか らは
社会人, 経営管 理者向けの ス トア
ー ･ ゲ ー ム
の 開発に も着手して い きた い と考えて い る ｡
た だし, 汎用大型機 の T S S端末を利用す る
関係か ら, どこ で も行える と い う訳に は い か
な い ｡ 幸 い 国立高岡短期大学で は, 開放セ ン
タ ー と い う独 立 した機関が あり, そこ で社会
人 向け の 公 開講座 を制 度的 に 行 っ て い る の
で, ス トア ー ･ ゲ ー ム も こ の機関を通 じて 広
く社会 人に 利用 さ れ る体制 を整える べ く現在
準備中であ る｡
補遺A] シ ナリオの項 目
a) 学習目標 の 立案
ゲ ー ム で実習できる期間, 回数に もよるが ,
ビ ジネス ゲ ー ム で何を学習させ た い の か をは?
きりとさせ て おく こ とが大切である ｡ 例えば ,
経営努力や 調査 の 重要性, 意思決定と は どう
い うも のか , 経営活動 と会計帳簿の関係, 総
合的経営判断能力 の 開発な ど多岐に わたる ｡
期間と 回数が あ る程 度長期 に わ た る場合に
は, ごく簡単なス ペ ッ クか ら始め て徐々 に複
雑さを増 して い( こ とが ス トア ー ･ ゲ ー ム の
最も有効 な利用法である ｡ こ の ような使 い 方
が ス トア ー ･ ゲ ー ム の 真価を最も発揮さ せ る
こ とになる ｡
b) ゲ ー ム の期 間と回数
学習全体の 期間を どうするか , た とえば 3
- 6 ヶ月, 1年, ある い は 1 ヶ月間に何 回ぐ
ら い行 えば よ い か を決め る ｡ また, 1 回の ゲ
ー ム 所要時間は どれ ぐら い が 適 当か を決め
る｡ 例 えば, 模範的なゲ ー ム として ,
(正味1時間+ 事後評価 の 時間)×15回
と い うような案が考えられる ｡ さらに , 1回
の ゲ ー ム が実際に は どれだけの 期間の競争に
相 当するか を決め る ｡ 最低 でも季節変動の 1
サイ ク ル をカ バ ー で きる ぐらい の期 間は欲 し
い
. 例えば, 1時間e)ゲ ー ム で1年間と仮定
す ると, 5分間で 1 ヶ月 になる ｡
c) プ レ ー ヤ ー ま.た はチ
ー ム の 数
ゲ ー ム に参加するプレ ー ヤ ー (チ ー ム) の数
は最大 で4 0ま で可能である ｡ また, ひ とり で
も行う こ と が で き , 個 人 学 習に も利用 でき
る特徴が ある . 一 般的に はゲ ー ム が複雑 に な
る (考慮す べ き項目の数 が増える) に した が
っ て チ ー ム 編 成 で行 う の が よ い で あろう ｡
こ の時 プ レ ー ヤ
ー ひ と り で学習して きた こ と
が役立 つ ｡
d) 業界の決定
必ずと い うわけではない が, プ レ ー ヤ ー が ゲ
リ ア ル タイ ム 経営教育朋ビ ジネ ス ゲ ー ム に つ い て
- ム の 行われる環境 に対して 同じイ メ ー ジを
もてる ほうが競争意識が働き, 結果 の 優劣に
対する受 け取り方に も差 が 少なく なる ｡
e) 商品の種類
できるだけ具体的に馴染 のある名前を使う ｡
商品A, 商品Bと いうような こ とは避けた ほ
うが 賢明 である ｡ また ゲ ー ム 当初にす べ て の
プ レ ー ヤ ー に所与であ るもの と ゲ ー ム の 途中
か ら現われる もの と に区別して おく｡ 例えば,
ス ポ ー ツ 品業界で取り扱われる所与の 商品に
は, ス キ ー , テ ニ ス , ゴ ル フ, ウ ェ ア ー など
をおき, 夏の 需要期 に は, ヨ ッ トやサ ー フ ボ
ー ドな どを出すようにする ｡
f) 小売店の 数とその性格付け
各小売店には商売のやり方に い ろ い ろな特徴
を持たせ る こ とで, ゲ ー ム を 一 段 と多彩 なも
の にする こ とが でき_る ｡ 例えば ,
取引先の ラン ク点 (価格, 広告, セ ー ル ス
マ ンの サ ー ビ ス , 信頼性 などにより計算され
る) に基づ い て注文する,
価格第 一 主義で安ければ よい ,
手形 しか あ る い は 現金 で しか 注文 しな い
(こ の ほ か にも入札, 数量 の完納, 納品の ス
ピ ー ドを考慮する など),
不良な手形で注文を出す,
倒産して , 不渡 りを出す,
など, い ろ い ろ小売店を作り出す｡
こ の ような性格を持 っ た小売店の 情報の いく
つ か は原則と して公開されて い る が, ただ 黙
っ て い ても与えられる も. の で はなく プ レ ー ヤ
ー の 情報獲得努力 を要 求する ように して お
く ｡ なお小売店の数 は自由に決め て よ い ｡
g) メ
1
- カ ー の性格付け
購入数量に対する単位あたりの 割引率を決め
る o なお メ ー カ ー 数 は, 商品の 数 で決 まる｡
h) 注文の 発生, その とき の数量とタイミ ン グ
ゲ ｣ ム開始から何分後に どの小売店か ら , ど
の 商品をどれだ け, 支 払の 形態と小売店で の
納品決定方式を明示 して シ ス テム タイ マ ー に
登銀する ｡(納 品決定 まで の 7
｡
ロ セ ス は補遺C
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を参照された い)｡
i) 景気変動 , 季節変動 パ ラ メ ー タの 決定
ゲ ー ム中の経済動向, 経済的な諸要因, 季節
変軌 需要動向を考えた経済 の 一 般的流れを
考え る ｡
j) 新製品の登場
ゲ ー ム の途中に新製品を登場させ, 既存製品
の 需要を激変させ る などして ゲ ー ム に刺激を
与える と同時に , 対処の 仕方も学ばせ る｡
k) メ ー カ ー 出荷価格 の 変動
卸売店は自分の商品の販売価格を自由に 決め
る こ とがで きるが , メ ー カ ー の 出荷価格 は シ
ナリ オ で
,
ゲ ー ム の 進行 に合わせ て シス テム
側で変更される ことが ある｡ 例えば , そ の と
きの 景気, 需要, 新製品などの要 因を考慮し
て決め られる ｡
1) 各種 ニ ュ ー ス の伝達とその 時期
プ レ ー ヤ ー 全員が 見われる電子黒板ある い
は ス ピ ー カがある の で, 全員に対する通知や
ニ ュ
ー ス をタイミ ン グよく流すこ とに よ っ て
ゲ ー ム の リ ア ル さや臨場感を出せ る｡ 各種 の
情報を ビ デ オを使 っ て表現 できれば さらに効
果 が上 が る｡ ニ ュ ー ス の伝達はタイ マ ー を使
っ て完全に 自動化できる ｡
m) 証券市場の各種 パ ラ メ ー タ の 設定
樹齢ま7
o
レ - ヤ ー の売買によ っ て の み変動さ
せ て もよ い が, 上げ幅, 下 げ幅を意識的に コ
ン ト ロ ー ル して証券市場にも注意を喚起させ
る こ とが できる ｡
補遺B] ス トア ー ･ ゲ ー ム の イ ニ シ ャ ライズ
と ス タ ー ト
ゲ ー ム の 開始に先立ち監督者は その 日の ゲ
ー ム の 主た る学習目標 を説明する ｡ プ レ ー ヤ
ー が数字面 での 競争だけに捉 われ る こ とが な
い ようにする こ とも大切で ある｡
全般的能力 (絵合判断能力) だけ で なく ,
ある特定の 意思決定の み に傾斜 して ゲ ー ム を
行 っ てみ る こ とも重要な教育方法の 一 つ であ
る o ビ ジネス ゲ ー ム で こ そ で きる有益 な体験
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である ｡ 例えば,
･ 価格競争あ る い は経営努力 (宣伝 , セ
ー
ル ス マ ン の 雇用) に集中した競争をする ｡
･ 当期純利益 , 売上高, 経常利益 のうち ど
れか を最大に , ある い は , 各種指標 (流動比
*, 売上 げ総 利益 乳 な ど) を最大
･ 馴 ､
にするこ とをゲ ー ム の 目標にす る ｡
･ 取扱商品の 種類を制限する , ある い は有
価証券を中心に した競争をする o
･ 倒産しな い , 赤字に ならな い こ と を第
一
に考えて ゲ ー ム に挑む ｡
･ 手形に対する認識, 情報収集の 大切 さに
対する認識を高め るた め に行う｡
･ 薄利多売か 利益中心か , 借金経営の やり
く り, 景気変動 , 季節変動 の 激 しい 環境 で の
経営な どい ろ い ろな状況 でゲ
ー ム を行うo
こ れらの ゲ ー ム 環境 は簡単 なシ ナl) オ操作で
実現 できる ｡
プ レ ー ヤ - は ゲ ー ムに臨むにあたり, その 日
の 学習目標に対する経営戟略, 経営戦術 を記
述する ｡ ゲ ー ム 中はその 方針 に できる だけ忠
実 に従 っ て実行されなければならな い が, 環
境の 変化 に適応して 臨機応変に戦術を変化さ
資 産
現 金 預 金
受 取 手 形
有 価 証 券
亡コ
ロロ
ロ
ロロ
せ て いく こ とも大切 である ｡
次に, コ ン ピ ュ
ー タ の 端末に向か っ て ゲ
ー
ム に参加する ｡ プ レ ー ヤ ー が ス トア
ー ･ ゲ ー
ム に参加す ると, まずプ レ ー ヤ
ー の名前が卸
売店と して登録 される ｡ 次に, 0 0 商店 (商
会)の 貸借対照表 が初期化される(図 4参照)｡
さ らに , 当初市場で取引される商品の在庫
を初期化して(- 0), 卸売店が在庫を取り揃
えるの 待つ ｡ こ の 時メ ー カ ー 出荷価格 と標準
′ト対面格が電子黒板を使 っ てプ レ
- ヤ - に知 ら
さ れる ｡ (図2参照)
ゲ ー ム 開始時の シ ス テ ム の 前準備作業 と し
て , 次の こ とが行われ る ｡
･ プ レ ー ヤ ー の 人数 の確認
･ 商品ご と に卸売店の ラ ン ク点は当初すべ
て200点とする ｡
例 . ski - ((taka oka 200)(s u z uki
200) (kajim a200) ‥ ‥ )
ただ し, 卸売店名の並 び の順序はラ ン ダム
に決め られる｡
･ 利息先払 い 方式をと っ て い る ため , 長期
借入金の 利息 (10% :支払利息) を現金勘定
か ら先に差し引く ｡
貸 借 対 照 表
金 額
20,000
負債お よび資本
支 払 手 形
短期借入金
長期借入金
貸倒引当金
減価償却累計額
資 本 金
当期純利益
計
(単位千円)
金 額
｡
空
｡
璽
20,000
(図 4 ゲ - ム 開 脚寺の 貸借対照 表の 初期値)
I) アル タイ ム 経営教育用 ビ ジネ ス ゲ ー ム に つ い て
プ レ ー ヤ ー が在庫の 取り揃えを完了する と
ゲ ー ム がえタ - 卜するo こ の あとは シナ ) オ
に した が っ て小売店- の 注文 , 各種指標 の変
更, 銀行 の 自動 引き落と しな どが時間指定に
した が っ て実行されて いく ｡ 例えば, 時間指
定された注文 デ ー タ (今から何分後に どの小
売店か らどの 商品が どれだけ, どう い う形態
で注文する の か) が発行される ｡ すなわち,
シス テム の タイ ム テ ー ブ ル に登銀された処理
が逐次実行されて い く ｡
こ の ほか に当初タイム テ ー ブ ル に は 固定費
の徴収を定期的に行う処理も登録される｡
補遺C] 注文の 到着と納品の 決定
小売店か ら卸売店に商品の 注文 が出される
こ とが, ゲ ー ム で競争を発生 させ る主要な局
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面 である｡ こ こ では , どの卸売店に どれだ け
の 注文 が どの ような支払方法 (現金か 手形か
の 区列) で, また どのょうな取引形態で発注
され, それが どの ように納品決定に つ なが っ
て いく かを手順 (図5 の ① - ② - ③ - ④ - ⑤
- ⑥⑦) を追っ て示 しておく ｡
①需要量決定の ため にゲ ー ム 当初に用意され
る デ ー タ
･ 稔需要量 - 1卸売店 - の 注文数 (概算)×
プ レ ー ヤ ー 数
･ 選別の タイ プ : 卸売店の 選別と数量の 決定
万式 (③を参照)
･ Value: ラ ン ク点 の 最低点ま たは ラ ン ク点
の 大きなもの か ち上位何店 ( ③の b, c･を参
顔)
･ 注文を出す小売店の名前
･ 小売店がとる細品先決走 ル ー ル (5種類あ
るうちの どれか , ⑤を参照)
･ 支払方法 (手形か 現金か)
(図5 注文 発生か ら納品の 決定ま で の 流れ)
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･ 注文票 の備考欄 - の メ ッ セ ー ジ (主に, 柄
品先決定ル ー ルを教えるため に使う)
②シス テム タイ マ ー より小売店に注文開始の
指示が 出される
③小売店による第
一 次選別
プ レ ー ヤ ー である卸売店は こ の 第 一 次選別
に つ い て は知 らさ れて い な い ｡ 自分 の と こ ろ
にく る注文 の数や, 小売店の 経営の や り方 に
っ い て調 べ る しか方法は ない ｡
･ まず次 の選別方式 (3種類) の 内か ら
一 つ
が選ば れる ｡
a) 卸売店が設定して い る価格 が指定さ れた
価格 よりも低 い か ? (価格重視 の 選別)
b) ラ ン ク点があ る倍以上か ? (経営努力重
視 の 選別)
c) ラン ク点に より序列化 した とき上位N店
以内か ? (競争, 信用を重視 の選別)
･ 数量の 配分方式 (2種類) の 内か ら
一 つ が
選ば れる ｡
Ⅹ) 選別さ れた卸売店に は皆同じ数量が注文
される ｡
y) ラ ン ク点 による比例配分方式 (競争, 経
営努力を考慮)｡
こ の 二 つ の 組み 合わせ で 6種類の 選別タイ
プが 出てきて, とりあえずの 注文先と注文数
量が決定される｡
(a ･ Ⅹ b ･ x c ･ Ⅹ a
. y
b ･ y c ･ y)
こうして選 ばれ た注文先に対して実際に 注文
票 が 出さ れるの は, 当の 卸売店が倒産して い
ない こ と, さらに は, 該当の 商品の 在庫が0
でな い こ とが必要である (0 であ っ た と い う
通知は 出きれない)｡ 在庫を0 にして い る時は
みすみす注文さ れる チャ ン ス を逃すこ と にな
る ｡ 小売店か ら電子 メ ー ル で送 られてきた注
女票は 5分間だけ有効であり, それを過 ぎて
しまうと注文は無効 となる ｡ (図 6参照)
④卸売店か ら小売店 - の 納品決定
こ の とき ,
( 商品名): 必ず記入さ れ なければ ならな い o
〈数量): 指定しない と, 注文 され た量(個数)
に等 しい と見なさ れる ｡
〈入札価格〉:小売店の 納 品決定方 式が 入札
の 時に は入札価格 が必要 . (
削 0)
の 3 つ が指定される ｡
⑤小売店に よる納品先決定の メ カ ニ ズム (第
(図 6 注文が電子 メ
ー ル で送 られ て きた時の様子)
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二 次選別方式)
まず,
発注さ れて か ら所定の 時間 (5分) 以内に
納 品の 意思を表わしたか ? (5分 た つ と納 品
しなか っ たもの と見なさ れる ｡)
納品して きた卸売店に確か に 品物が発注さ
れて い るか ?
数量が指定されて い るか ? (指定されて い
ない ときは , 注文 しただ けの数が指定された
と見なす)
注文数の 在庫を確か に持 っ て い るか ? (卸
売店の在庫をチ ェ ッ クする)
･ 注文数を超えて い ない か ?
が調 べ られる ｡
そして次に示す納品形態に従 っ て , 最終的
に どの 卸売店に どれだ けの数量 の 納品を許可
するか決定さ れる ｡
納品形態 意味
(Ⅲo r mal) : その まま納品が許可される
(ju st ) :指定した 注文数を下回るこ とは 許
きれ な い
(fifo n) :納品 の先着順に n 店まで許され る
(o v er x) :納品数量の 累積 が Ⅹ に達するま で
納品を受け付ける
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(bidder n) :価格に よる入札で上位 n 店まで許
可される
こ の ように して, 最終的に納品が許可され
なか っ た場合に は, その 旨を卸売店に伝え る
( ⑥)｡ 納品が許可された場合には , 在庫の減
少とな っ て現 われ るだけ で, 特別な通知は さ
れ ない ｡ ただ し, 入札 に関しては 5分後に結
果が入札希望者全員に通知される ｡
⑦最後に , 卸売店の在庫量 の再計算が なされ,
また, 注文された数量をすべ て納品した場合
に は, ラ ン ク点が 5点加算さ れる (取 引相 手
と して信用度が上昇 した と見なされる)｡ 注文
数以下 の 時に は 2点の み加算される ｡
､
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ム) によ っ て行われる.
6) 商品は ゲ ー ム 当初か らプ レ ー ヤ ー に知らされて い るも の と , ゲ ー ム の途中で知 らされ る新製品や季節
商品 とが ある .
7) シ ス テ ム の - - ドゥ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア に 関する説明 は紙面 の 都合で , 他稿に譲 ら ざるをえなか っ
た . 詳 しくは 注8 , 9を参照 され た い
.
8) 小郷直言, 米川覚:
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9) 小郷直言 :
"
教育を授ける コ ン ピ ュ ー タ
''
, 身近 な コ ン ピ ュ ー タ , 国立高岡短期大学公開講座 , 13ト
168(1989).
10) こ の ようなこ とか ら, ラ ン ク点を ｢好感度 (go odwill)｣ と い う言葉で表現する こ とも可能である.
ll) ゲ ー ム 開始当初 の ラ ン ク 点は200点で ある ｡
12) ある商品の 標準小売価格と は , シ ス テ ム 側 で決め られる (卸売店の 対小売店に対する) 商品価格の こ
とであり, ゲ ー ム当初か ら市場に 関する情報として プレ ー ヤ ー に 示されて い る . こ の価格は ゲ ー ム 中
は不変である.
13) こ の 手形が通常の期限 で決済され た場合に は , 手形 の額面 どうりの 金額が受け取れ る.
14) こうした各メ ー カ ー に つ い て の 情報も, プ レ ー ヤ ー の情報獲得努力によ っ て始め て明らか に なる .
15) 入札方式の際に は, 数量を決め なければならな い . 在庫の 数量以内で あれ ば自由に指定できる .
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